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開催概要

■ 開 催 名 称

■ 開 催 期 間

■ 開 催 時 間

■ 会 場

■ 料 金

■チケット販売

■ 主 催

■ 後 援

■ 企 画 協 力

■ 公 式 H P

■ 公 式 S N S

■問い合わせ

■関連イベント

：テオ・ヤンセン展 Theo Jansen

：2022年7月9日(土)～9月25日(日) 79日間 ※会期中無休

：10:00～18:00(最終入場17:30)

：大阪南港ATC Gallery (ITM棟2F) 〒559-0034 大阪市南港北2-1-10

：【前売】
・前売券
一般 1,400円／高校・大学生 900円／小・中学生 400円
・ペア券(一般2枚セット) 2,500円
・親子券(一般1枚・小中学生1人のセット) 1.600円
※ペア券は1人でも入場可能ですが、親子券は親子同時に入場する場合のみ使用できます。

【当日】
一般 1,600円／高校・大学生 1,100円／小・中学生 600円

団体券(20名以上)
一般 1,400円／高校・大学生 900円／小・中学生 400円
※心身に障がいのある方の介助者は1人まで無料(ご本人は有料、要証明)
※未就学児入場無料

：前売券は、2022年5月14日(土)～7月8日(金)まで販売
ローソンチケット(Ｌコード：54781) 
チケットぴあ(Ｐコード：993-686)
セブンチケット(セブンコード：094-868)
e+プラス(イープラス) https://eplus.jp/sf/detail/2264290001
楽天チケット https://ticket.rakuten.co.jp/event/museum/rtkmedn/
CNプレイガイド https://www.cnplayguide.com/evt/evtdtl.aspx?ecd=CNK40731
近畿日本鉄道(大阪難波/大阪上本町/京都/大阪阿部野橋/近鉄名古屋/近鉄四日市/宇治山田の各駅営業所)
イーティックス https://www.e-tix.jp/theojansen-osaka/
アソビュー https://www.asoview.com/base/158940/

：毎日新聞社、MBSテレビ、ATC

：オランダ王国大使館、大阪市、大阪市教育委員会

：Media Force、学研プラス

：https://www.mbs.jp/theojansen-osaka/

：Twitter テオ・ヤンセン展(@大阪南港ATC gallery)【公式】(@theojansenosaka)
Instagram テオ・ヤンセン展＠大阪【公式】(theojansen_Osaka)

：ハローダイヤル【TEL】050-5542-8600

：○必見！動くストランドビースト！
実際に動くストランドビースト(1～2体)の様子をご覧いただけます。

【日 時】会期中毎日10時15分より1時間毎に実施(約15分間)
【場 所】本展展示室内
【料 金】無料(入場券が必要です)

○ストランドビーストを動かしてみよう！＠MBS
【日 時】7月10日(日)・7月24日(日)
【場 所】毎日放送1階「ちゃやまちプラザ」

○ワークショップ「ミニビーストを作ろう」
【日 時】7月16日(土)【Ａ】10時30分【Ｂ】14時 ※開場は各回15分前/所要時間 約2時間30分
【場 所】ATCgallery前
【参加費】3,000円(会場現金支払のみ)、本展観覧券(半券可) ※HPにて事前申し込み必要
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開催概要

■共通認識事項

会場について
・再入場はできません
・会場内は禁煙です。
・会場内にはお手洗いはございません。
・ベビーカー、車いすでご入場いただけますが、お預かりはできません
・キャリーバッグなどの大きなお荷物はお持ち込み・お預かりはできません。
・本展では駐車サービスはありません。

入場について
・マスクの着用、咳エチケットにご協力をお願いします。
・発熱、咳など風邪症状のある方、体調がすぐれない方はご来場をご遠慮ください。
（激しく咳き込まれるなど、風邪症状のある方には、ご退出をお願いする場合がございます。）
・会場入口での検温にご協力ください。37.5度以上の発熱が認められた場合、入場をお断りします。
・会場内では適切な距離を保ってお楽しみください。
・飛沫拡散防止のため、会場内での会話はできるだけお控えください。
・手指の消毒、こまめな手洗いにご協力をお願いします。

チケットについて
・未就学児無料
・身体障がい者手帳、療育手帳又は精神障がい者保健福祉手帳を所有している方で介助者が同伴される場合、介助者1名は
無料となります。
・転売目的でのチケットの購入はお断りさせていただいております。
・ご購入された入場券・引換券の変更、交換、払い戻しはお受けできません。
・お買い上げのチケットには半券が付随しております。入場前に該当会場の半券を切り離してしまうと入場できませんので
ご注意ください。
・入場券は換金できません。また、盗難・紛失の場合でも再発行いたしませんのでご注意ください。

展示内について
・展示内は写真や動画の撮影、SNSへの投稿は全て可能です。
・フラッシュ・三脚・セルフィースティックの使用はご遠慮ください。
・鑑賞の妨げとなりますので、携帯電話はマナーモードまたは音が出ないように設定いただき、通話はご遠慮ください。
・展示物に触れることは禁止です。ただし、オルディスに関しては操縦体験があります。
・会場内は飲食禁止です(あめ・ガム含む)。
・メモを取る際は鉛筆をご使用ください。

物販について
・初期不良をのぞき、商品の返品・交換は出来ません。
・お支払いは現金・クレジット(VISA・MasterCard)のみとなります。
・レジ袋は有料です。サイズに関わらず1枚10円（税込）での販売を行っております。

テオ・ヤンセンについて
・1948年オランダ、スフェベニンゲン出身の74歳。同国デルフト工科大学で物理学を先行し、1975年に画家に転向。
1986年から新聞のコラムを執筆し、コラム内の「沙漠の放浪者」をきっかけにストランドビーストを考え出す。
1990年からから風の力で動くストランドビーストの制作を開始。
・アートと科学を融合したその作品から、「現代のレオナルド・ダ・ヴィンチ」とも称されています。

ストランドビーストとは
・オランダ語で砂浜を意味する”Strand”と生命体を意味する”Beest”の2語を繋げた造語。テオが創る”生物”の総称。
・プラスチックチューブで構成され、風力によって生物のような歩行をする造形作品。
・一脚を構成する各チューブの長さの比率は、「ホーリーナンバー」と呼ばれる13の数字で示される。
・プラスチックチューブの各部品を細胞(セル)と呼び、ストランドビーストを構成する基本単位としている。

開催方針
・テオ・ヤンセンさんはヒートアイランド現象により、自身の住まれた島も影響をうけました。ストランド・ビーストは風力
を動力とし、動く、生命体です。昨今、地球温暖化（SDGs）により益々、海面上昇していく中、ストランド・ビーストはそ
のような社会問題も踏まえた、科学とアートの融合を展示する展覧会です。来場していただくお客様に、アートの世界はも
ちろん、環境問題にも目を向けていただけるような展覧会になれば幸いです。・
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運営組織図/無線系統図

■運営組織図

主催

毎日新聞社
：藍畑・野原・武内

MBSテレビ
：村田・麻生・鈴木

アジア太平洋トレードセンター
：前川・奥・篠垣

後援

オランダ王国大使館

大阪市

大阪市教育委員会

会場

アジア太平洋トレードセンター

：前川・奥・篠垣

企画協力

Media Force/学研プラス
：小田

協賛

大和ハウス工業

会場運営

ZeaLs

:與那城・今井

物販運営

NAF

:西浦

施工

ゴードー

:西村・川村

《本部ライン》

B-2 場外誘導：

B-3 オルディス操作体験(場外)：

B-5 オルディス操作体験(展示内)：

B-6 デモンストレーション整理：

B-7 会場出口：

B-1

A-1 ATC：

A-2 ATC：

A-3 ZeaLs：

B-8 遊撃

B-4 もぎり：

■無前系統図
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展示物一覧

1.アニマリス・リジデ・プロペランス 2.アニマリス・ペルシピエーレ・プリムス

8.アニマリス・ムルス

6.アニマリス・カリブス

7.アニマリス・ルゴサス・セグンダス

12.アニマリス・ウミナミ11.アニマリス・アデュラリ10.アニマリス・ミミクラエ

日本初公開

4.アニマリス・プラウデンス・ヴェーラ

リ・アニメーション

9.アニマリス・オムニア・セグンダ

リ・アニメーション

3.アニマリス・オルディス

操縦体験

5.ヴェルミキュラス



2.会場運営
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スタッフの心得

■スタッフの心得

スタッフはイベントの顔です。このイベントの成功はスタッフの皆さんにかかっています。
自身の行動のひとつひとつが、お客様に楽しい思い出となります。お客様にとってはスタッフも主催者も関係ありません。
皆の楽しい思い出を作るために、意識をしっかりもって就業してください。
●業務中はプロ意識を持って行動する
●お客様の安心・安全を第一に考える
●お客様の立場に立って最善の行動をする
●常に疑問を持って探求心を持つ
●笑顔が第一の接客です

お客様にとっては新人も慣れたスタッフも関係ありません。同じものとして対応を求められます。
常に誰かに見られているということを意識し、「アルバイトだから」ではなく、プロ意識を持って勤務に就くように
してください。
最近では、災害や事件、事故など発生しています。緊急時には自分自身が慌てず、焦らず、お客様の安全確保を常に
意識して行動するようにしてください。
また、困ったり、不安な思い、不自由をされるお客様も多数いらっしゃいます。自分から積極的にお声掛けをし、
ベビーカーなどを押している方や車いすの方へは、道をゆずったり手助けをしたりというように、自分が相手の立場に
なって、してもらったら嬉しいと思うことをするようにして下さい。
その為には、正しい知識を持つことが大切です。
わからないことは先輩や同僚、責任者に相談し疑問を解決するようにします。

【接客について】

〇お客様を迎える際は、必ずお客様のほうを向いて挨拶をしてください。
朝は「おはようございます！」、日中は「こんにちは！」でお客様を迎えてください。
〇場内では姿勢よく、スタッフ同士の私語も慎んでください。
〇お客様は今回の催しをとても楽しみにして、来場されています。特にお子様に対しては、未知の世界に対するあこがれ
や探求心などを持って来場されます、一緒に楽しむ気持ちで業務に従事し、お客様に満足いただけるように丁寧な接客
を行うよう心がけてください。
〇会場に来たときからイベントはスタートしていると心がけて接客してください。積極的に子供に対して接したり手を
振ってあげたりしてコミュニケーションをとるようにしてください。

【お子様への対応】

〇お子様と接するときは必ず、しゃがんだりひざをついたりして、お子様の目線で対応してください。
上から見下ろされるとお子様は怖がってしまいます。
〇注意するときはやさしく注意し、接し方に注意する必要があります。保護者の方から見ても問題のない注意の仕方
を心がける。

【安全面の徹底】

○身の回りに危険なものが落ちていないか、必ず確認カッターの刃、釘、ゴミなどが落ちていないかチェックし、気づい
たら必ず拾ってください。
○会場内を走らない
会場をスタッフが走ると事故の原因にもなりますし、慌ただしく見えてしまう為、常に会場内は歩いて落ち着いて行動
する。お客様が歩いている場合は言葉に気をつけ注意をする。
○その他安全管理
お客様が安全に楽しめるように、常時担当エリアの安全確認を行ってください。
また、災害や事故など緊急時は慌てることなく、落ち着いて行動します。

【備品の取り扱い】

〇借りた備品は、きっちり元の場所に戻すようにしましょう。また、トランシーバーなど機器の取り扱いは⼗分に注意
し、使い⽅が分からない場合は事前に確認するようにしてください。
個々が備品を丁寧に扱うという意識をするだけで、備品の破損や紛失は防げます。

【機密情報について】

〇本イベントの業務において知りえた情報・内容を第三者に話したり、インターネット上のHP・SNS・ソーシャルメデ
ィアなどへの投稿、持ち出しを一切禁止します。
上記のような行動があった場合、損害賠償や刑事事件に発展する場合があります。
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新型コロナ対策

スタッフに関する対策

新型コロナウイルス感染予防対策として、①勤務不可条件設定、②手洗い・うがいの励行、③飛沫感染防止を実施します
①勤務不可条件
・日常生活においても手洗い・うがいの徹底と三密を避けた行動の注意喚起実施
・日々の体調報告徹底（業務の有無にかかわらず2日連続で37.0℃以上発熱があった場合は会社へ報告義務）
・勤務前日の晩、検温実施（その時点で37.0℃以上あった場合は勤務不可、以降2週間は勤務実施できません）
・勤務当日の朝、起床時検温・体調確認実施（熱37.0℃以上、のどの痛み、咳症状など1つでもある場合は勤務不可）
・スタッフ集合後、検温および健康状態聞き取り実施

②手洗い・うがいの励行

《手洗い方法》

《アルコール消毒液の利用方法》

③飛沫感染予防

・マスク着用の徹底（フェイスガードも可能な限り着用する）
・休憩場所でもスタッフ同士なるべく距離をとり、大きな声で話をしないなど注意する。
・勤務時のマスク着用・定期的な手指消毒・定期的なうがい、手洗い実施
・勤務中（勤務開始より4時間毎）検温・体調確認実施（熱37.0℃以上、のどの痛み、咳症状など1つでもある場合は
帰宅させる）

・来場者へ案内などする際は、大声で話さないように配慮する。全体広報など必要な場合は拡声器などを利用し
飛沫防止をするようにします。

・休憩中など、マスクを一旦外す際は、ビニール袋に入れ、直接テーブルなどに置かないようにする。
・休憩場所でもスタッフ同士なるべく距離をとり、大きな声で話をしないなど注意する。
・業務で使用した机など備品類は定期的にアルコール消毒を実施
※机などを拭く際は、一方向にだけ拭き取りします

《正しいマスクの着用方法》

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

出勤時 休憩時 退勤時

1
℃ ℃ ℃

他
氏名

呼吸困難 吐き気 頭痛
腹痛・

下痢

味覚

障害
関節痛

1

検温（37.0度以上×） 咳・

くしゃみ

のどの

痛み

鼻水・

鼻づまり

強い

倦怠感

《体調聞き取り表》
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新型コロナ対策

来場者に関する対策

【予防・清掃対策】
①会場内外に手指消毒用のアルコール消毒液設置
②会場内換気のため通用口、入場口等開放
③当日券売場等、金銭のやり取り、物品の受け渡しなど来場者とのやり取りが発生する窓口は防護幕設置
④スタッフは大声を出すことは極力避け、トラメガおよびポータブル拡声器を使用し案内を実施
⑤手の振れやすい位置の消毒・定期清掃実施（1時間に数回程度）
⑥ゴミの回収や清掃時は必ず手袋をつけて実施
⑦大阪コロナ追跡システム導入

【待ち列および入場時対策】
①待ち列はソーシャルディスタンス（最低1ｍ以上の距離）確保の上、整列・案内来場者同士が対面しないよう、
距離を取って待ち列を形成
②展示場内等可能な限り、一方通行の徹底、対向する場合は進行方向毎に通路を作成のうえ対応
③待機列などの定員を設定し、それ以上は整理券等を発行し混雑緩和実施 ※WEBでの呼び出しシステムを利用
④会場設定定員数の滞留厳守（入場規制）※2平米あたり1名（有効床面積より算出）
⑤入場時のマスク着用・手指消毒・サーモグラフィーカメラによる一次スクリーニング検査および非接触型もしくは
接触式体温計を使用し二次スクリーニング検査実施・体調不良の申出受付実施
（マスク非着用・体調不調の申出、検温結果37.5℃以上の場合、入場をお断りします）
⑥大阪府下案件の場合は大阪コロナ追跡システムへの参加を促す
⑦お客様同士、間隔を取った上での観覧への協力広報

【観覧時対策】
①スタッフ巡回による来場者同士の間隔確保の広報
②来場者同士の大声での会話など、ご遠慮いただくよう案内
③退場者に対して、手洗い・うがい実施の協力依頼
④場内での一方通行など順路規制

【物販、券売等金銭授受時対策】
①精算時の現金、クレジットカードの受け渡しはカルトン上で行う。
（カルトンは2個用意、預かり用、お返し用と分けて使用、適時、消毒清掃実施）
②サッカーはレジ袋をお渡しし可能な限りお客様自身で対応してもらう
③お客様自身で用紙など記入が必要な際はペグシルなど極力、使い捨て出来るものの使用を基本とする

◇大阪コロナ追跡システム

大阪コロナ追跡システムとは
登録をしておけば、同じ日に同じ施設を利用された方に感染が確認された
場合、注意喚起のメールを送信します

【設定方法】
①会場に設置しているＱＲコードを読み取りサイトにアクセスする。
②サイト内の登録フォームに自分のアドレスを入力します。
③登録が完了すると返信メールが届きますので、届けば完了です。

【注意点】
ＱＲコードは会場ごとに違います。他の場所で登録している場合でも
再度、登録が必要になります。
また、登録は日ごとに登録となります。複数日来場される場合は、都度登録が
必要となります。

《テオ・ヤンセン展》
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1日 月 A 1日 木 A

2日 火 A 2日 金 A

3日 水 A 3日 土 B

4日 木 A 4日 日 B

5日 金 A 5日 月 A

6日 土 B 6日 火 A

7日 木 準備日 7日 日 B 7日 水 A

8日 金 準備日/内覧会 8日 月 A 8日 木 A

9日 土 B 9日 火 A 9日 金 A

10日 日 B 10日 水 A 10日 土 B

11日 月 A 11日 木・祝 C 11日 日 B

12日 火 A 12日 金 C 12日 月 A

13日 水 A 13日 土 C 13日 火 A

14日 木 A 14日 日 C 14日 水 A

15日 金 A 15日 月 C 15日 木 A

16日 土 A 16日 火 A 16日 金 A

17日 日 A 17日 水 A 17日 土 B

18日 月・祝 A 18日 木 A 18日 日 B

19日 火 A 19日 金 A 19日 月・祝 B

20日 水 A 20日 土 B 20日 火 A

21日 木 A 21日 日 B 21日 水 A

22日 金 A 22日 月 A 22日 木 A

23日 土 A 23日 火 A 23日 金・祝 C

24日 日 A 24日 水 A 24日 土 C

25日 月 A 25日 木 A 25日 日 C

26日 火 A 26日 金 A 26日 月 撤去作業

27日 水 A 27日 土 B

28日 木 A 28日 日 B

29日 金 A 29日 月 A

30日 土 B 30日 火 A

31日 日 B 31日 水 A

7月 8月 9月

要員配置

■要員配置表

■要員スケジュール

Aシフト：54日
Bシフト：17日
Cシフト： 8日

ポスト 人数 ポスト 人数 ポスト 人数

場外整理 1 1 1 2

オルディス操縦体験(場外) 2 1 1 1

当日券販売 3 1 1 1

チケットもぎり 4 1 1 1

オルディス操縦体験(展示内) 5 1 1 1

デモンストレーション広報 6 1 1 2

デモンストレーション整理・巡回 7 1 1 1

会場出口 8 1 1 1

全体管理 9 1 1 1 1

庶務 10 1 1 1 1 1 1

遊撃 11 1 1 1 1 1 1

1 1 1 9 10 1 1 1 9 12 1 1 2 11 14

18

MC

3

1 3

6

本部

運営

13

1

4

2

2

小計

合計

1

2

2

6

15

No,ポジションエリアセクション

展示内

場外

入場口

Aシフト Bシフト

MC

Cシフト

管理D C

S

管理D C

S

管理D C

Ｓ

MC
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IN

O
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T

要員配置

6 7

5

8

1

2

3 4

7

7

1

4

6

⇒Aシフト

⇒Bシフト
増員分

⇒Cシフト
増員分
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【業務手順】
≪開場前≫
①周辺の清掃、整理整頓、備品などの不足がないか確認します。

≪開場後≫
①会場を出ると再入場はできません。必ずご案内をしながら退場カウントを取ります。
また、毎時0分・30分に本部に退場カウントを報告し、カウントをリセットします。
②出口付近に人がたまらないように、整理誘導します。
③トイレや諸事情で一旦会場の外に出る必要がある場合には再入場券をお渡しします。

≪開場後≫
備品の収納、チラシの残数確認、周辺の清掃を行います。

運営方法/場外・スクリーニング検査・会場出口

■場外

□通常運営
【業務手順】
①入場待ち列は会場待機スペースにて作成、来場者間のソーシャルディスタンスを確保の上、お待ちいただきます。
チケットをお持ちでないお客様は、先に当日券をお買い求めの上お並びいただきます。
②開場時の注意点や会場、展示内について注意事項広報を行い、整列入場の体制を整えた上、開場に備えます。

③スタッフは、来場者の安全確保を最優先に考え、ゆっくり入場するように勤め、混み合った場合には入場を一時中断、
分割入場・整理入場を行います。
④開場後および待ち列解消後は、お客様が最短距離で入場できるよう、導線を切り替えます。
⑤閉場後はお客様の安全確保を優先しつつ速やかに退場いただきます。

□入場規制時
①入場待ち列が待機スペースをあふれる場合に、入場規制を実施します。
②待機スペースからあふれるお客様に対し、通し番号・呼出状況確認用のQRコードの記載がある入場整理券を配布し、
お客様自身で呼出用のHPを確認いただくようにします。
③入場が進み、待機スペースが空いたら随時、呼出用ページを更新し番号呼出を行います。
④整理券を持って戻られたお客様の番号を確認し、待機スペースにてお待ちいただくようにします。
※整理番号は呼出用の番号なので並び順とは関係ありません。
⑤入場の進み具合から整理券配布時の概算待ち時間を案内するようにします。

・会場内は化粧室がございません。また再入場は出来ませんので、事前にお済ませ下さい。
・チケットは予めお手元にご準備いただき、電子チケットの場合はチケットQRコードの表示をお願い致します。
・展示内は全て撮影・録画可能でございます。飲食は禁止させていただいております。
・お客様同士の間隔をあけ、適切な距離を保ちご観覧下さい。

■来場者スクリーニング

【業務手順】
①会場前待機スペースに並ぶ際に、スクリーニングを実施します。サーマルカメラにて一次スクリーニングを行い、
37.5℃以上あった方のみ、二次検査として非接触型体温計にて再度測定します。
（二次検査でも引っ掛かった場合、少し休憩いただいた後、脇下体温計にて検査します。）
②二次検査後は必ず、休憩に使用したイスなど消毒を行います。

※その他注意事項
前髪でおでこが隠れている場合、測定値が正確に出ない場合があります。髪の毛が長い方や、帽子をかぶられている方は、
おでこを露出していただいたうえでスクリーニングするようにします。

注意事項例

■会場出口

整
理
券
配
布

番
号
呼
出

次
回
の
番
号
呼
出

検
温

入
場

いる場合・遅れ対応

いない
場合

入場フロー

入
場
制
限

待
機
ス
ペ
ー
ス

不実施

実施
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運営方法/当日券販売・もぎり

■当日券販売

入場料金：一般1,600円 高校・大学生1,100円 小・中学生600円
※未就学児無料
※心身に障がいのある方の介助者は1人まで無料(ご本人は有料、要証明)
※1グループ有料20名以上の場合、団体料金が適用となります。(当日料金より200円引き)

割引種別：相互割引⇒わけあって絶命しました展(4名まで)
提示割引⇒大阪PiTaPa(4名まで)、学研社員証(4名まで) ・ATCホール公式LINEクーポン(4名まで)

毎日小学生新聞クーポン(1グループ人数制限無し)・毎日新聞クーポン(1グループ人数制限無し)
【業務手順】
≪開場前≫
①業務開始前に入場券準備数・つり銭の準備金額をチェックし、管理シートに記入の上、販売準備を行います。
（各種入場券、つり銭・ともに販売スタッフ自身が数えてチェック、その後確認者を変えダブルチェックを実施）
②売場周りの清掃、整理整頓、備品などの不足がないか確認します。

≪開場後≫
①来場者に元気に挨拶をし、券種・枚数をお伺いします。
②券種・枚数を復唱し、電卓で金額を計算し表示します。
③お客様に金額をお伝えし、お預かり金額をお客様に聞こえるように復唱し、受取専用のトレーにて受け取ります。
(お金はトレーに置いたままにしておきます)
④おつりは、「●●円のおつりです」とお客様に聞こえるようにお伝え、おつり専用のトレーにておつりをお渡しします。
お客様からの預り金は、お釣りを財布にしまわれてから収納します。
⑤購入した入場券の枚数を確認していただき、入口をご案内してから入場券をお渡しします。
⑥つり銭が不足しそうな場合は、早めに運営統括者に依頼し、両替するお金を準備します。
両替済みのお金についても再度枚数・金額などを確認した上で使用する。

≪閉場後≫
①販売数と金額のチェックを行い精算業務を行います。
販売した入場券・売上を集計してください。その後責任者の確認を受けてください。
②翌日の販売チケット、配布物の用意を行います。

◇その他注意事項
・原則、払い戻し対応は行わない。
・お金と入場券の扱いには十分に注意し、来場者の手の届く場所に置くことは禁止です。
・両替、入場券の追加については、余裕を持って連絡してください。
・入場券も商品の一つです。角など曲がったりしないよう注意して丁寧に取り扱います。
・最終入場30分前からは閉館時間をお伝えしたうえで、入場していただくようにします。
・最終入場時間を過ぎた後での入場は、閉場時間をご理解いただいた上でのみ、ご入場いただけます。
・トレーや販売カウンターなど適時、消毒を実施してください。

【業務手順】
《開場前》
備品の確認、補充や周辺の消毒・清掃を行います。
《開場後》
①お客様に元気に挨拶をし、入場券をお預かりする。
②お客様の人数、チケット種別を確認し切り離します。
③注意事項を説明後、半券を返却し会場内へご案内する。
④入場者総数・未就学、介助者の人数をカウンターにてカウントする。
⑤もぎった半券はプレイガイドごとに分けておきます。※当日券・前売券・招待券に分別します。
⑤毎時00分・30分に本部へ入場者総数を報告する。毎時00分には着券を袋に入れ本部に報告します。
⑥記入リストへ時間ごとの入場者総数・未就学、介助者の人数を記入します。

※親子券は、一般1名＋小・中学生1名が同時にご入場いただきます。個別での入場は出来ません。
※近鉄チケット・電子チケットのお客様には、チケットもぎり後白券をお渡しします。

■もぎり

赤枠部分を
切り離します
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運営方法/当日券販売・もぎり

■etix もぎり方

◇注意点

・「入場済」表示は使用済みとなります。
・「無効」表示の場合はモードが入場になっているのか確認、
チケット日付が当日になっているか確認
・QRコードに対して垂直にレーザーを当てるようにします。
・レーザーで読み取れない場合はシリアルNoをテンキー入力します。

①電源を入れます ②ENTボタンを押し
メニュー画面へ進みます

③メニュー画面より入退場処理を
選択しENTボタンを押します

④入退場モードで入場を
選択しENTを押します

⑤認証画面モードで
準備完了です

⑤横のボタンを押すとレーザーが
発信されQRコードをスキャンできます

入場可能

入場不可

■アソビュー もぎり方

①お客様のスマホにて
QRコードを表示いただき
スキャンします。

②ご来場の人数と
チケットの枚数を確認し
入場処理を行います。
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運営方法/展示巡回・オルディス操縦体験・リアニメーション

■展示巡回

【業務手順】
≪開場前≫
①展示物に汚れや異常がないか確認します。
②場内にほこりや汚れが無いか確認し、周辺の清掃を行います。

≪開場後≫
①お客様が展示物に触れていたり、展示物に以上がないか巡回しながら監視します。
②通路が狭くなっている箇所があれば、列を形成や前に詰めてもらうなどお声がけを行い、通路の確保を行います。
③定期的にお客様が触りそうな部分をアルコール消毒液にて消毒します。

《閉場後》
①閉場後は清掃しながら、落とし物など無いか確認します。
②お客様が触りそうな部分をアルコール消毒をします。

◇その他の注意事項
・感染症対策の為、大きな声で話している方へなるべく小声で必要最小限の会話をお願いします。
・拾得物は半券や緊急を要さないものは各セクションにて管理し、休憩のタイミングで本部に届けます。
・避難経路の前に物が置かれたりしていないか、避難の妨げになる箇所がないか注意してください。
・会場内が混雑している場合は、窃盗やスリ、痴漢行為など発生しないよう気を配りながら巡回監視してください。
・配置についたら、必ず避難経路を確認するようにします。

■オルディス操縦体験

【業務手順】
≪開場前≫
①操作方法を確認し、テスト操縦を実施。問題なく動くことを確認します。
②場外の場合は、釣り銭準備金の確認を行い、管理用紙を記入します。

≪開場後≫
①お客様が通りがかった際には、操縦体験ができる旨を広報し呼び込みます。
②体験頂く前に手指消毒を促し、操作方法を伝えた後体験していただきます。
場外の場合はお代をいただきます。
③定期的に持ち手部分を消毒し、オルディスに以上がないか確認します。

《閉場後》
①閉場後は清掃しながら、落とし物など無いか確認します。
②お客様が触りそうな部分をアルコール消毒をします。

■リ・アニメーション

【業務手順】
≪開場前≫
①展示巡回スタッフとともに、展示内の清掃を行います。
②当日のリ・アニメーションスケジュールを確認します。
≪開場後≫
①お客様が通りがかった際には、リ・アニメーションがあることを広報し呼び込みます。
②着座での見学を希望の方には、手指消毒をしていただき、靴袋を渡した上でカーペット部分に着座いただきます。
③立ち見エリアで見学される方へは、周辺のお客様との間隔を開けた上で見学いただく。
④リアニメーションが終わった際には、靴袋の回収とカーペットの清掃を行い、次回に備えます。

《閉場後》
①閉場後は清掃しながら、落とし物など無いか確認します。
②お客様が触りそうな部分をアルコール消毒をします。
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開催記念講演会

■テオ・ヤンセン展特別講演会

開催日時

■入場整理券配布

【業務手順】
≪開場前≫
整理券の枚数を確認し、配布の準備を行います。また、会場への導線を確認してください。

≪開場後≫
お客様に入場券もしくは半券をごていじいただき、それぞれ1枚につき入場整理券1枚をお渡しします。
会場への行き方、化粧室がない旨を配布時に伝えます。
※未就学児は膝上鑑賞の場合、入場整理券は不要です。お席がつ要な場合は入場整理券をお渡しします。

定数に達し次第終了になります。

■会場入場導線

【業務手順】
≪講演前≫
①お客様の入場整理券を確認します。(再入場対応のため、整理券は回収しません)
②なるべく前方から着席いただくことをお伝えしご入場いただきます。

《講演終了後》
①規制退場を実施、出口に近い席にお座りの方から順番に出口へご案内します。
ご案内まではお席でそのままお待ちいただくようご案内します。
②会場内ゲストクリア後は、忘れ物がないか確認を行い、原状復帰を行います。

開 催 日 時
開 催 場 所
料 金
定 員
講 師
整理券配布場所

:7月9日(土) 開場 開演13:00 講演時間1時間
:ITM12階 ITMホール
:無料(入場整理券が必要です)
:150名
:テオ・ヤンセン氏
:テオ・ヤンセン展開場出口付近 配布時間10:00～

オフィスのため
入場禁止

■入場整理券

■講演会管理情報
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ユニバーサル対応について

■視覚障がい者の方のご案内方法

視覚に障がいがあるというと「目がまったく見えない」と考えがちですが、見えかたに困難を
抱えている人が非常に多くいらっしゃいます。
目の不自由な人を誘導するときは、「手引きしますのでひじを持ってください」と言って、軽くひじの
上を持ってもらいます。
誘導する人の背が低いときは、軽く肩を持ってもらいます。
誘導する人は、目の不自由な人の半歩前を歩くようにします。
歩くときには二人分の幅をしっかりとり、歩く速さや歩幅は、
自然に歩くのにあわせてください。

手や衣服を引っぱったり、後ろから押されたりされると、
とても不安になります。危険ですのでやめてください。

①白杖を持っていない側に立つ
②誘導者は握られた腕は自然に下におろし、歩く時は前後に
振ったり、脇から離したりしないようにする
③歩く速さは相手にあわせるようにする
④常に２人分の幅を確保しながら誘導し高さを意識する
※ぶつかったりしないように配慮してください。
⑤階段など段差がある場合は「段差があります」だけでは上りか下りかわかりません。「１段上がります」「1段下ります」
など具体的に伝えるようにしてください。
⑥狭い場所を通る場合は、持ってもらっている腕を背中側に回し、後ろに回ってもらうようにします

《盲導犬》
盲導犬の胴輪をハーネスといいます。ハーネスをつけているとき
盲導犬に声をかけたりさわったりしてはいけません。

《クロックポジション》
本人を時計の針の中心に設定し、正面を12時、背後を6時と
いうように対象物の位置を時計の時間位置で案内する方法です。
案内が難しい場合が、無理をせず左側、右側など案内しやすい方法で対応するようにします。

■筆談の方法

筆談の際、話し言葉を書くと、とても時間がかかります。
書く方も読む方も負担がかかるので。なるべく短い文章で伝えることを心がけましょう。
単語だけでも伝わることなら、それでも構いません。
①形容詞や接続詞の多い文章はさけて、短く区切る
②例え話や比喩、会話体の文章はさける
③漢字は適当に使用して、ひらがなだけの文章はさける
④ややこしい言い回しは使わない
例「ないわけではない」→「ある」 「できなくはない」→「できる」

■ヘルプマーク

ヘルプマークとは、外見からはわからない援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方に配慮を
必要としていることを知らせることで、援助を得やすくなるよう、作成されたマークです。
このマークを見かけたら、困っているようであれば声をかける等、思いやりのある行動をお願いします。
※ヘルプマークは障がいを持っている方だけが利用しているわけではありません。妊娠中の方や義足や
人工関節などの方もいらっしゃいます。

ユニバーサル対応は、押し付けではありません、思いやりの気持ちを持って行うものです。
中には援助を必要としない人もいらっしゃいます。声をかけても「必要ない」言われる場合もあります。
「せっかく声をかけたのに」やるんじゃなかったではなく、声をかけるという一歩踏み出した行動が大切です。
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ユニバーサル対応について

■車いすの使い方

①グリップを持って左右に拡げる。
②座面を手で下に押して、シートが確実に拡がったか確認する。
③ブレーキが掛かっているか確認し座ってもらう
④ステップを下に下ろし、足を乗せてもらう

≪車いすの広げ方≫

≪車いすのしまい方≫

①今から段差を超えますよ。などお声がけをした上で進むようにします。
②段差に対して車いすを正面に向けます。介護者はティッピングレバーを踏み込みながら、グリップ（ハンドル）を下に
押し下げ、前輪を上げます。そのまま前進し、前輪を段差の上にゆっくりと下ろします。

③後輪を段差にしっかりと付けます。
④グリップを前方に持ち上げ車いすを押し上げます。
※急な下り坂を下る際は後ろ向きに進むようにします。

■車いすの押し方



３．緊急時対応
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緊急時連絡体制／傷病事故発生時

■緊急時連絡体制

緊急事態発見

緊急事態発生

最寄スタッフ

チーフ・スタッフ 避難誘導

最寄警察署

最寄消防署

運
営
本
部

最寄救急病院

各関係各所連絡

ＩＴＭ防災センター
運営本部ご案内

運営本部にて救急箱・休憩対応

救急患者

119番通報/救急車要請

③重度
動かせない状態で、

看護士の診断が必要な場合

①軽度
救急箱対応程度

②休憩したい
歩ける状態で、休憩・診断を

要する場合

発見者は運営本部に状況報告をする

■傷病事故発生時

Ｉ
Ｔ
Ｍ
防
災
セ
ン
タ
ー

※開催中に「火災」「地震」「停電」などが発生し、危険回避の為にご来場者を避難誘導しなければならない事態を
「緊急時」とし、以下の対応を行う。

※開催が一時中断・及び中止につながるような「緊急事態」が発生した場合は、下記の組織体制に基づき、
敏速に安全確保を行う。
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自衛防災組織図

自衛防災隊長

隊長

非常時持出班

消火・安全確保担当

避難誘導担当

応急救護担当

運営スタッフ２名

火災発生時、消火器・水バケツ・屋外消
火栓にて初期消火を実施する。消防隊・
の消火作業に協力する。

事務局指示を受け、トラメガにて来場者
へ避難指示を行う。
落ち着いて聞き取りやすく的確な発報を
心がける。避難時はトラメガ持参。

負傷者が発生した場合の応急処置等救護
作業にあたる。
避難時は救急箱を持参。
重傷者が有った場合は一緒に避難。

貴重品などの持ち出し作業にあたる。

運営スタッフ2名

運営スタッフ2名

運営スタッフ1名

建物内の情報、その他各情報を集約し、
判断・指示を出す。
救急車・消防車必要時の連絡を担当。

来場者の安全確認。
来場者と一緒に避難誘導。
負傷者などが有った場合の担当へ連絡。

その他全スタッフ

緊急事態が発生した場合、下記緊急時自衛防災組織にもとづき、各担当者が中心となり、緊急時対応に臨む
ものとする。

代表者名：

■自衛防災組織図
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緊急時対応／地震発生時

地震後の対応
＜避難が不必要時＞
安全を確保し、その場に来場者を待機させ、
地震情報の確認と会場の安全確認

地震発生

初動対応
地震発生時に迅速な指示の元、来場者はその場にて待機
入場は一時ストップ、来場者をその場に待機させる

館内アナウンス
避難が不必要な場合は地震情報をアナウンスし、安全を

伝える

■地震発生時

館内アナウンス
地震が治まるまでお客様へ落ち着いて落下物に気をつけその場に待機するように

アナウンスする

地震後の対応
＜避難が不必要時＞
安全を確保し、その場に来場者を待機させ、会場の
点検・修復後、再開するか隊長の判断に基づき行う
＜避難が必要時＞
緊急自衛防災組織に基づき各自自衛防災組織隊長の指
示のもと次の役割を行う。
避難時は防災センターの指示の元、避難。
◆消火・安全確保担当�：館内の安全をすぐ確認し、
出口までの導線確保。危険な箇所が無いかチェック
◆避難誘導担当�：隊長の指示の元、来場者をどちらの
出口で避難させるかを判断し、人数チェックと共に
隊長へ報告。指示があり次第、避難誘導開始。
◆応急救護担当�：けが人が出た場合、救急箱にて応急
処置を施す。
けが人がいない場合は避難誘導を手伝う
◆非常時持ち出し担当�：貴重品を管理し、持ち出せる
ようにまとめて避難時に一緒に持ち出す。
◆その他スタッフ�：基本的には隊長の指示に基づき
行動、何も無い場合は避難誘導のサポートをする

避難完了後
隊長含め避難誘導スタッフにて会場内に人が残っていない

か確認後、スタッフも全員避難。

再入場判断
本部の指示の元、安全チェック復旧作業を行い、再入場判

断を行う。
再入場の際は入場の順番等に注意し、現場担当者の判断で

行っていくこと。

運営開始
本部指示の元、通常通り運営を開始する

・地震発生時、来場者を落下物等の危険から守る為、安全な場所への誘導、適切な指示を迅速に行う。
・来場者を避難させる必要がある場合→震度４以上は「運営スタッフ」により来場者への地震情報と避難方法を
アナウンスし、所定の避難動線で来場者を会場外へ誘導。
場外スタッフは、来場者が混乱しない様、所定の避難場所へ誘導。
・来場者を避難させる必要がない場合
会場に地震情報と被害が無いと言うアナウンスを行い、来場者が不安にならないよう努める。
・地震が収まった後
地震が収まった後は、各所の電気・水道などの設備、器物などの破損の有無を点検し、その状況を本部へ報告する。
来場者が避難していた場合は、本部にて協議の上再入場の決定を判断。
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緊急時対応／火災発生時・その他

■不審者・爆破物

・不審者を発見した場合は、外見の特徴や行動パターンを観察して、速やかに運営本部に連絡し、指示を仰ぐ。
むやみに話し掛けたりしないようにする。ディレクターは現場に直行し、不審者の監視及び来場者の安全を確保する。

・不審物を発見した場合は、直ちに運営本部へ報告する。不審物はむやみに移動させたり中を覗き込んだり
しない。又、来場者が不審物に触れたりしないよう監視する。

・爆破予告があった場合は、直ちに運営本部へ報告し、指示を仰ぐ。
・不審者・不審物・爆破物いずれの場合も、単独で行動したり、あまり物々しく行動しないよう注意する。
また、来場者の安全を最優先し、行動する。
運営本部は主催者と協議の上「警察署」「消防署」へ連絡し、その指示にしたがう。

・来場者の避難が判断された場合、緊急放送を行い、来場者を会場外へ誘導（入場の中止）。
その際、来場者が不安になるような言動は謹む。

・事態が収まった場合は協議の上、主催者の指示で再入場を開始。避難した来場者に状況説明し、再入場を促す。

■停電時

・停電の場合で放送設備が使用できないときは、トラメガ等を使用し、来場者に状況を報告。
・混乱が起こらないよう、懐中電灯を用い、できる限り足元が見えるようにする。来場者にはむやみに動き回らない
ようご案内する。

・運営本部の指示で再入場を開始。会場外の来場者に状況説明し、再入場を促す。
・避難された来場者の再入場については、できるものとする。

■避難後再入場時

■開催中止判断時

・緊急事態が発生し、その日に復旧できず開催が中止になった場合は、来場者にご理解を頂きお帰り頂く。
・入場料の料金返却、及び保障などについては、主催者にて判断し、対応する。

■火災発生時

・会場内で火災・ボヤを発見した場合、すぐに上長へ連絡するとともに速やかに初期消火を実施する。
初期消火中、必要があれば運営本部より避難指示を発令します。
その際、スタッフは来場者に危険が及ばないよう広い場所、もしくは館外へ誘導する。

・来場者を避難させる必要がある場合、必ず事前に避難方法をアナウンスし、所定の避難動線で来場者を会場外へ誘導。
場外スタッフは、来場者が混乱しない様、所定の避難場所へ誘導。

・避難時は決して急いでという言葉は使用せず、ゆっくり確実にを意識し避難を促す。
・来場者を避難させる必要がない場合
会場に火災情報と被害が無いと言うアナウンスを行い、来場者が不安にならないよう努める。

緊急事態発見

火災発生

最寄スタッフ

チーフ・スタッフ 避難誘導

最寄警察署

最寄消防署

運
営
本
部

最寄救急病院

各関係各所連絡

Ｉ
Ｔ
Ｍ
防
災
セ
ン
タ
ー

初期消火活動
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拾得物・遺失物対応

来場者が拾得物発見

●拾得者自身が当日券売場に行けない（行かない）
場合は、「拾得物に関する権利を放棄する」ことを確認し、
拾得場所・時間・氏名などを聞いた上で拾得物を預かる。

●預かったスタッフは、責任を持って拾得物を当日券売場へ
届ける。

●拾得した場所・時間を出来るだけ詳しく記入。
（拾得者が場所等を表記できない場合は、運営本部にて

スタッフがヒアリングし記入する）

スタッフ・関係者が拾得物発見

●貴重品や金銭を始め、他人から見れば何気ない物でも落とし
主にとっては貴重な場合も有ります。
個人で判断せずに、すべての拾得物を当日券売場へ届ける。

●拾得した場所・時間を出来るだけ詳しく記入。来場者から
拾得物を預かった場合は、届けたスタッフの名前を書く。
（スタッフ本人が記入できない場合は、名前のみ書いてもら
い、スタッフがヒアリングし、記入）

●スタッフ及び関係者が拾得した場合は、必ず「拾得物に関す
る権利」を放棄する事。

拾得物を預かり、拾得物届出用紙を回収する。拾得物は当日券売場にて保管。
但し、貴重品については、運営本部にて保管する。

落とし主が現れた場合 落とし主が現れない場合 遺失物届が出ている場合

●拾得物届出用紙に必要事項を記入して
頂く。身分証明書などで身元を確認し、
拾得物を返却。

●閉場後、未解決の拾得物・用紙一式を
持ち、ITM防災センターへ届出をする

●拾得物届出用紙に必要事項を記入して
頂く。身分証明書などで身元を確認し、
拾得物を返却。引取りが会期終了後に
なる場合はITM防災センターにて対応。

拾得者を当日券売場にご案内 当日券売場へ届ける

拾得者は拾得物届出用紙に必要事項を記入

拾得物届出用紙に必要事項を記入

落とし主本人であることを
確認し、拾得物返却

閉場後、防災センターに届ける 遺失者に連絡し取りに来て頂く

遺失物発覚（遺失者本人） 遺失者を運営本部へご案内

●照合の際、遺失者には受付で保管している物品・用紙を見せないようにする（防犯の為）。遺失物と合致する拾得物
があった場合は、再度遺失者に物品の特徴や内容を詳しく確認する。※特に貴重品の場合は注意する。

●拾得物届出用紙に必要事項を記入
して頂く。

●貴重品の場合は、身分を証明できる
ものをご提示いただき、確認した上
で遺失物を返却。

●遺失物届出用紙に必要事項を記入して頂く。
●警察への届出も遺失者本人から届け出て頂くようご案内する。
●該当品が出てきたら、届け出内容を確認し、該当すれば遺失者へ連絡する。
開催当日中に見つかれば運営本部より連絡させて頂く旨をご案内する。
＜問い合わせ先＞

ITM防災センター：06-6615-5057（翌朝～ ）

●すりや置き引きの可能性がある場合は各セクションに報告し再発防止に努める。

遺失物が何であるかを確認し、拾得物で届いていないかを照合

拾得物で届いていない拾得物で届いている

拾得物対応

遺失物対応
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心肺蘇生の流れ

■心肺蘇生の流れ

反応をみる

呼吸をみる（胸や腹の動きをみる）

普段通りの息をしているか？

119番通報とＡＥＤの手配

ただちに胸骨圧迫を開始する
（ＡＥＤを装着するまで、救急隊に引き継ぐまで、
または傷病者が動き始める、息をしはじめるまで

続ける）

ＡＥＤ到着

①電源を入れる ②電極を装着する

電気ショック１回実施
その後、直ちに胸骨圧
迫を再開（2分間）。可
能であれば人工呼吸を
加える。

心電図解析
電気ショックが必要か？

直ちに胸骨圧迫を再開
（2分間）可能であれば
人工呼吸を加える

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者が動き始める、息をしはじめるまで続ける）

回復体位
様子を見守りながら救
急隊等の到着を待つ

反応がない

していない

している

※人工呼吸ができる場合には
30：2で胸骨圧迫に人工呼吸を
加える
※人工呼吸ができないか、ためら
われる場合は胸骨圧迫のみを行う

※ＡＥＤが到着した場合は、
電気ショックを優先して行う

ＡＥＤの音声メッセージに従う
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心肺蘇生の流れ

■心肺蘇生の流れ

①反応をみる ②呼吸をみる

③胸骨圧迫

周りの安全を確認しながら傷病者に近づきます 呼吸を確認します。

1.呼びかける
2.軽く肩をたたいてみる。

1.傷病者を仰向けにする
2.傷病者の胸や腹部の動きを見る。

●呼びかけても、軽く肩をたたいても動きや返事がないときには、
反応がないと判断します。

●呼吸の確認は10秒以内に行ってください。
普段通りの息をしていなければ「呼吸なし」と判断します。
しゃくりあげるような不規則な呼吸（死戦期呼吸）も「呼吸なし」
と判断します。

普段どおりの息をしていない場合は、胸骨圧迫を行います。

③押さえ方
指先を傷病者の胸から離し、掌の付け根で押さえてください。
傷病者の胸を少なくとも5cm押し下げ圧迫します。
胸が元の高さに戻るように十分に圧迫を解除します。

④テンポ
1分間に少なくとも100回のテンポで圧迫します。

【成人の場合】
①押さえる位置（胸骨の下半分）
（左右の真ん中で、かつ上下の真ん中）

②手の組み方
両腕で圧迫するために両手を重ねて、
両肘を伸ばします。
下になる方の手の指は、胸から離します。

●傷病者が動き出す、普段どおりの息をしはじめるまで、
または救急隊などに引き継ぐまで続けてください。

●人工呼吸ができる場合は、胸骨圧迫を30回行ったのちに、
人工呼吸を2回おこなってください

小さな子供の場合は、呼吸が悪くなって心停止になる
ことが多いため、胸骨圧迫に人工呼吸を組み合わせて
行うことが望ましいとされています。
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心肺蘇生の流れ

④気道の確保 ⑤人工呼吸

※胸骨圧迫30回、人工呼吸2回を1セットとし、セット間は10秒以上
あけないようにします。

反応がない傷病者は舌が落ち込み、空気の通り道をふ
さぐ場合があります。

人工呼吸ができる場合は、気道確保と人工呼吸を行います。 【成人の場合】気道を確保したまま

1.手を額におく
2.反対の手の指先を、あご先に当てる
3.あご先を持ち上げながら、頭を後ろ
にそらす。

1.鼻を軽くつまむ
2.息を吹き込む

●小さな子供の場合は、呼吸が悪くなって心停止になることが多い
ためできるだけ早い段階で、胸骨圧迫に人工呼吸を組み合わせて
行うことが望ましいとされています。

●鼻をつまむのは、人工呼吸の為に吹き込んだ空気が鼻からもれる
のを防ぐためです。
息を吹き込むときは、空気がもれないように自分の口を大きく開けて、
傷病者の口を覆い、１回あたり1秒かけて傷病者の胸が軽く上がる程度
を吹き込みます。
※これを2回繰り返す。

●人工呼吸が困難な場合、又は、感染防止用具がない
場合や準備に時間がかかる場合は人工呼吸を省略して
胸骨圧迫を行ってください。
●口対口の人工呼吸で病気が感染する可能性は非常に
低いと考えられますが、一方弁付呼気吹込み用具など
の感染防止用具があれば、使用してください。
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ＡＥＤの使い方

①ＡＥＤが到着

■ＡＥＤの使い方

②電極パッドを貼る

③心電図の解析 ④電気ショック

※ＡＥＤは救急隊が到着するまで必ずつけたままにしておきます。

「反応」や「普段どおりの息」がある傷病者にＡＥＤを使用
することはできません。

●電極パッドは袋を開け、シールをはがし粘着面を胸部に貼
り付けてください。
●胸部が水や汗などで濡れている場合は、水分をタオルなど
でふき取ってから電極パッドを胸部に貼りつけてください。
●ペースメーカーなどがあれば、胸に硬いこぶのような出っ
張りがあるので、その出っ張りを避けて電極パッドを貼って
ください。
●医療用貼付剤を貼られている場合は、はがすようにしてく
ださい。
●機種によっては、電極パッドのコネクターを本体に、接続
する必要があります。
●未就学の小児（およそ6歳まで）には小児用パッドを使用
するか、小児用モードに切り換えて使用してください。なお
小児用パッドも小児用モードもない場合は、成人用パッドを
使用してください。

ＡＥＤの電源を入れます。機種によりふたを開けると自動的
に電源の入るものもあります。その後はＡＥＤの音声メッセ
ージに従い行動してください。

電極パッドに描かれているイラストのように服を脱がせて
胸部に直接しっかりと密着するように貼り付けます。
なお、救助者が2人以上いる場合には、電極パッドを貼る
間も胸骨圧迫を続けてください

ＡＥＤから「離れて」というような音声メッセージが流れた
場合、心肺蘇生を実施している人を含めて、傷病者には次の
音声メッセージがあるまで、誰も触れないようにして下さい。

心電図解析の結果、電気ショックが必要な場合は
①「電気ショックが必要です」と音楽メッセージがあった
場合、自動的に充電が始まります。
②数秒後に充電が完了し、
「ショックボタンを押してください」などの音声メッセージ
や充電完了の連続音が流れ、ショックボタンが点滅します。
③「離れて」と注意を促し、あなた自身と周りの誰もが
傷病者に触れていないことを確認し、ショックボタンを
押してください。

ＡＥＤが電気ショックが必要かどうか心電図を調べています
ので解析中は傷病者に触れないようにしてください。

電気ショックを行ったあとや「ショックは不要です」などの
音声メッセージがあった場合は、胸部圧迫と人工呼吸を続け
てください。傷病者が動き出すか救急隊に引き継ぐまで、
ＡＥＤを使った心肺蘇生を続けてください。



４．サスティナブル対応
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SDGs for MICE評価制度の導入
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カーボンオフセットの実施

■期間：2022年7月9日～9月25日（開催期間中）
■電力：6,000kWh（展覧会実施期間中の約60％をオフセット）
※トラッキングにより、大阪府内で作られた電力を使用。

【電力の地産地消】
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ゴミの分別と計測・キャプションの再利用

※ペットボトルキャップの分別も実施

ゴミの総重量 27㎏

※1袋当たり3㎏

※展示パネルの再利用
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使用電力計測の実施

■電気使用量 ■空調機電力使用量

利用量（kwh) 利用量（kwh)

138404 2,102 138405 294

138406 1,357 138407 288

138408 915 138409 186

138410 1,227 138411 145

138412 861 138413 167

138414 1,173 138415 156

138416 1,158 138417 178

138418 412 138419 170

合計 9,205 合計 1,584

令和4年9月度ITM棟2階ATCギャラリー計量月報（テオ・ヤンセン展）

端

末
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1
週
間
小
計(
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日
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D_№ 138404 138405 138406 138407 138408 138409 138410 138411 138412 138413 138414 138415 138416 138417 138418 138419

※会場機器ごとに電力使用量の算出が可能（例9月分）
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地域連携

■ハイアットリージェンシー大阪とのテオ・ヤンセン展観覧チ
ケット付きホテル宿泊プランの販売。
■フェルメール展とのコラボによるサンケイバスツアーの実施。
■ATCより住之江区在住の方へ50組100名へチケットをプレゼント。
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ワークショップとセミナーの実施

※テオ・ヤンセンさん基調講演
（150名満席）

※iroobo networkコラボワークショップ
（約40名の親子が参加）

※学研ワークショップ
（約80名の親子が参加）

※奈良女子大付属小学校団体見学
（約80名3クラスの参加）

■ご本人による基調講演や学生の団体見学・風の力やテクノロ
ジーを学ぶワークショップを広く一般に募集し、学びの場を
提供。

※NHKロボコン選手権の参加
者がテオ・ヤンセンさんに
自身のロボットを披露
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再生プラスチックのノベルティ配布・食品ロス対策

■大阪メトロタイアップ特典のうちわを再生プラスチック利用の商品で採用

■賞味期限の近くなった商品を半額セールにて販売し、全商品販売



５．数値報告
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アンケートの実施
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アンケートの実施

８月初旬には速報を集計し、不満理由を収集。全体比率では、
0.6％と低いがその理由は何なのかを検証した。

①もっと外で動くところを見たい
⇒オルディス散歩やライトアップオルディスと題し、屋外での
リ・アニメーションを実施。
②物販商品が少なすぎる
⇒早急に対応できるものは対応し、追加搬入を行ったが、間に
合わないものもあった。

PDCAを回し、対応できるものはすぐに改善。
その他難しいことに関しては、次回開催時に同じよう
なことにならないように活かす。

※1部抜粋



６．実施風景
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情景写真①

■搬入出の様子

■内覧会の様子

■施工中の様子

■サイン会①

■サイン会② ■来日記念講演会
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情景写真②

■リ・アニメーション（本人）

■写真撮影スポットの設置

■らいよん号コラボ

■会場外の様子
■オルディス操縦体験

■リ・アニメーション（会期中）
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情景写真③

■課外授業での参加

■エクセルサスATC館内展示

■物販会場
■ミニビースト体験コーナー

■ライトアップオルディス

■オルディス体験（場外）
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広報関係（参考）

■西宮ガーデンズDS ■西宮ガーデンズDS②

■阪急百貨店前 ■阪急電車中吊り広告

■大阪メトロタイアップ

■MBS１階特別展示と体験
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広報関係（メディアリスト）
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広報関係（メディアリスト）
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広報関係（メディアリスト）
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全体総括

目標動員には、なかなか近づかずでしたが様々な取り組みやコラボを
行ったことで、動員に繋げることができました。
新型コロナウイルス感染症の拡大により、動員が振るわない中、実行
委員会で案を出し合い、何とかここまで繋げることができました。

展覧会自体のカーボンオフセットから始まり、大阪観光局の進めるSDG
ｓfor MICE評価制度第1号導入や各種メディアの露出やNHKニュース、
会場であるATCの強みやロケーションを最大限に活かした展示や屋外ラ
イトアップ、リ・アニメーション、ＩＴＭ棟３Ｆのirooboのコラボ
ワークショップ、大阪いらっしゃいキャンペーンバスツアーやハイ
アットリージェンシー宿泊コラボなど横の繋がりを最大限に活用し連
携することができました。

テオ・ヤンセンさんにも来日いただき、事務局はもちろん、お客様に
も大変貴重な経験をいただけることとなりました。
リ・アニメーションでは、MCさんが毎回アレンジをいれ、SDGsの観点
なども混ぜながら、たくさんの来場者のお客様から満足度の高いコメ
ントをいただくことができました。

本展覧会は、巡回をし、同様のものを再度開催することはないかもし
れませんが、この経験を活かし今後も様々な展開をおこなっていきた
いと思います。また、お客様に満足いただき、何か思い出（感動）を
持って帰っていただけるようなイベントを開催できるように努めてま
いります。
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★Special Thanks

・全体施工管理：株式会社ゴードー様

・運営管理：株式会社ZeaLs様

・物販管理：株式会社NAF様

皆様のおかげで、無事に安心安全に本展覧会を終え
ることができました。誠にありがとうございました。



No. 取組段階 運用 項目 内容 SDGs
SDGs

関連項目

申請内容

該当に✔

審査員

チェック
審査員コメント

■ 審査結果総括

■ 評価委員会の総括と結果

・運営実施計画書の内容が充実しており、きめ細やかに運営が行き届いています。

・実際の展示物が、動かせたり、モニターによる画像説明など、動きのある展示設営、操縦体験・うちわによる体験、会場の波による効果音などはとても良かったです。

・会場内全作品の撮影OKや、QRコードによる展示品の紹介など、構成に創意工夫がみられました。

・リ・アニメションのスタッフ説明は、テオ・ヤンセンの考え方や作品の時間軸などの説明内容は、初期から改善を重ねてレベルが高くなっている旨説明いただき、

対応品質のPDCAが機能しています。

【改善と次回に向けたアドバイス】

・サステナビリティに関する方針は明文化して、スタッフの目につく位置に掲示したり、朝礼などで説明して、イベント期間の意識の維持に努めてください。

・運営スタッフの控室には、蛍光灯の各機にキャノピースイッチが設置されていました。省エネ活動として、スタッフ全員で活動できますので、皆さんに活動周知してください。

・販促用のうちわは、エコマーク認定商品を採用しています。販促品の環境配慮商品の採用は、消費者への意識醸成として大変有効です。

・この評価制度は、いろいろと手探りの状態から始まったと思われますが、テオ・ヤンセン展においては、118の審査チェック項目の内61項目について申請されており、

その取り組みの熱意に敬意を表します。また、その審査に当たっては、計画書や報告書を丹念に読みこんでいることや現場での直接確認など記載がわかりやすく、

公正な審査結果であることが客観的に理解できます。

申請項目以外にも注目して、当然あるべきと判断された評価項目を審査されていることは、審査員のこの制度に対する真摯な対応と感じられます。

さらに、テオ・ヤンセン展における69頁におよぶその実施報告書は、相当、中身が濃く、質の高いものに仕上がっています。

これはテオ・ヤンセン展主催者の「SDGs」への意識の高さと「SDGs for MICE評価制度」への期待が相俟ったものと思われます。

申請者におかれましては、この審査報告書に留まることなく、さらなるSDGsの規範を世界に示す如くお進みいただきたいと思います。

・SDGsが目指す持続可能な社会とは、経済的な発展に環境面、社会面の取組みが統合されたバランスの良い活動によって実現されるものと言われています。

この、経済、環境、社会の３つの側面から観て、テオ・ヤンセン展はバランスのとれた取組みであったことが伺われます。

それらは、経済面の産業連携、地域連携の実現や、環境面のグリーン電力、カーボンオフセットやゴミ分別の実施、そして社会面では、会場スタッフへのきめ細かい指示や

アクセシビリティへの配慮などに具体的に観ることができます。

今後は、これらの取組みから生み出される価値を、イベントの持続可能性に関する方針として明確に打ち出し、事業の主催者のみならずイベントに関わる全ての

ステークホルダーと共有することが重要になっていくでしょう。

目的の明確化と共有により、パートナーシップの中でより効果的に、SDGsの目指す持続可能な社会の実現に向けたコレクティブな成果を生み出してくださることを

願っています。


